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奄 美市消防団員 表 彰 者名簿
写真は１月６日に雨天のため伊津部小学校体育館で開催された奄美市消防出初式の様子です。表彰された消防団員を紹介します。（敬称略）
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選挙に関するお知らせ

① 幸町 ・ 井根町にお住まいの皆様へ

投票所の統合について
　現在の「名瀬幼稚園投票所」を閉鎖し，「名
瀬小学校教室投票所」に統合することにな
りました。

② 和瀬･城･摺勝･見里･川内･東仲間

にお住まいの皆様へ

投票所の変更について
 　現在の「東城小中学校体育館」から，

「住用町高齢者コミュニティセンタ－」に
変更することになりました。

【来る４月１０日の県議会議員選挙から
です。】
ご理解の程，よろしくお願いします。

選挙管理委員会事務局

５２－１１１１（内線１７１０）

県営住宅に
入居を希望される方へ

　県営住宅の入居につきましては、抽選

により空き家待ち順位を決定しています。

　平成２３年４月以降の入居を希望され

る方は、下記により申し込み手続きを行っ

てください。

　なお、現在申し込みされている方も、

新たに申し込み手続きをする必要があり

ます。

○対象となる住宅　
　奄美市、龍郷町

　及び瀬戸内町にある県営住宅

○申込書の配布・受付期間
  平成２３年２月７日（月）～２月２８日（月）

　午前９時～午後５時

　＊土日・祝日を除く

○抽選日
　３月１０日（木）　午後２時から

○申込書配布・問い合わせ先
　（奄美市・龍郷町にある県営住宅）

　鹿児島県大島支庁建設課管理係

　 ０９９７（５３）１１１１
　内線３３３、３３４

   （瀬戸内町にある県営住宅）

　鹿児島県大島支庁瀬戸内事務所

　用地管理係

　 ０９９７（７２）２１１１　内線１２２

奄 美市議 会 議 会 報告会の開催（お知らせ）
　奄美市議会では議会活動の状況を広く市民の皆様にご報告いたしたく、ま
た皆様からのご意見要望等を市政に反映させ、安全で安心して暮らせるまち
づくりを推進することを目標として、昨年の集中豪雨により延期になってい
ました議会報告会を下記の日程にて開催いたします。
　つきましては、名瀬・住用・笠利において同日に開催いたしますので、市
民の皆様のご参加をお待ちしております。

記
日　時　平成２３年２月１０日（木）　午後７時００分より
場　所　名瀬公民館ホール
　〃　　住用公民館ホール
　〃　　笠利支所大会議室

【お問い合わせ先】奄美市議会事務局　 ５２－１１１１　内線１５１０，１５０４

鹿児島大学大学院奄美サテライト教室　科目履修生募集！！
　鹿児島大学では、離島にいながらにして、大学院の専門性の高い講義を
受講できる奄美サテライト教室を開設しており、平成２３年度前期の科目履
修生を募集しています。
　大学院の科目を市内で履修できるせっかくの機会です。多くの方々の受講
をお待ちしております。

出願期間：平成２３年２月２３日（水）～平成２３年３月１日（火）
受付時間：９：００～１２：００、１３：００～１６：００（土・日除く）

　開講科目等の詳細や出願手続については，募集要項をご確認いただくか、
下記の鹿児島大学学生部までお問合せください。
※募集要項は、市役所企画調整課、住用・笠利両地域総務課、市内各公民館・
分館でも配布いたします。
鹿児島大学学生部教務課大学院係　

０９９－２８５－７３４６　 ０９９－２８５－８８０８

　奄美市では、飼いねこの適正な飼
養及び管理に関する事項を定めるこ
とにより、動物愛護の意識を高めると
ともに、野生化したねこによる野生生
物への被害を防止し、もって生活環
境の向上並びに自然環境及び生態系
の保全を図ることを目的に奄美市ねこ
の適正飼養条例制定に向けて進めて
いるところです。
　つきましては、素案の段階で奄美
市民の皆様から広くご意見・提言をい
ただき、本条例に反映させたいと存じ
ますので、ご意見をお寄せください。

◎件名　
　奄美市ねこの適正飼養条例（案）
平成２３年２月１日（火）から平成
２３年２月２８日（月）まで①②によ
り閲覧できます。
①市のホームページ（ＰＤＦファイル）
②窓口での書面による閲覧（土日、祝
日を除く８時３０分から１７時１５分）
　 　・名瀬総合支所　　環境対策課
　 　・住用・笠利総合支所　市民課

◎意見受付期間
　平成２３年２月１日（火）から
　平成２３年２月２８日（月）まで

◎提出方法
閲覧場所及び市のホームページにあ
る意見提出用紙に住所、氏名、意見
をご記入ください。

・郵　送：
〒 894-8555　奄美市名瀬幸町２５番
８号　名瀬総合支所　環境対策課
・ＦＡＸ　０９９７－５２－１３５４
・Ｅ－ mail：kankyo@city.amami.lg.jp
・直接提出：名瀬総合支所　環境対策
課環境保全係

◎お問い合わせ先
・名瀬総合支所　環境対策課
　 ５２- １１１１（内線１２４２）

・住用総合支所　市民課
　 ６９- ２１１１（内線２１０２）

・笠利総合支所　市民課
　 ６３- １１１１（内線３０２４）

「奄美市ねこの適正飼養条例 （案）」 に対するご意見をお寄せください。
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有 料 広 告 有 料 広 告

郷土の益々の発展を祈念致します。
－設計・製作・施工－

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事

営業種目

代表取締役　平　勝利 旧名瀬市大熊出身
関東地区輪内会会長・東京名瀬会副会長（ 　　　　　   　）

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎０３－３６９１－９８１６（代）・FAX ０３－３６９３－４２７４

東京都知事許可 ( 般 - １２) 第１０２６８０号
東京労働局長許可第１８号・第２号

社団法人日本クレーン協会東京支部会員

泉　千尋（大熊）、中野　晴夫（仲勝）、平　良樹（名瀬）、
永井　裕志（宇宿）、新元　健作（仲勝）、押川　光仁（大熊）
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あなたのお住まいは安全ですか！

がけ地近接等危険住宅移転事業のご案内
　鹿児島県では、集中豪雨や台風等により、
多数の土砂災害が発生しています。がけ地の
崩壊等の恐れがある土地に建っている危険な
住宅の移転を促進するため、その移転に要す
る費用の一部を補助しています。（最大 786
万円）
対象となる住宅は？

１．図のような土地に建っている危険住宅で
①昭和４６年８月３１日以前に建築されたもの
②昭和４６年９月１日以降に建築され、特定行

政庁から是正勧告を受けたもの
２．災害危険区域内に建っている危険住宅で、

上記①、②に該当するもの
３．県が指定した土砂災害特別警戒区域にあ

る危険住宅

補助の内容は？
①危険住宅の撤去及び移転に要する費用限度
額： 78 万円　②危険住宅に代わる住宅の建
設（購入）、土地取得、敷地造成のため、金
融機関から融資を受けた場合の借入金の利子
相当額限度額：708 万円

お問い合わせ先は
奄美市建設部建築住宅課管理係 52 － 1111

（内線 1211）又は県庁建築課監察指導係
０９９－２８６－２１１１（内線３７３７）

平成２２年度街灯維持費補助金交付申請について
　平成２２年度街灯維持費補助金の交付申請を下記日程で行っていますの
で、次のとおり関係書類を添えて申請してください。

記
１提出書類補助金交付申請書（市民協働推進課で準備してあります。）

＊平成２２年４月以降の街灯の電気料金領収書で支払済み額が１灯８５０
円（約４か月分以上）を超える領収書が必要です。

２持参するもの　①上記領収書　②自治会・町内会の申請は、会長名で会
長本人の印鑑でお願いします。なお、口座名義が会長名義でない場合は、そ
の名義の印鑑を御持参ください。上記以外（個人）は、申請される方の印鑑。
③預金通帳
３申請場所（お問い合わせ先）
　・奄美市市民協働推進課（奄美市役所２階）

　　 ５２－１１１１（内線１２４５・１２４６）
　・住用総合支所地域総務課（住用支所２階） ６９－２１１１
　・笠利総合支所地域総務課（笠利支所２階） ６３－１１１１
４申請期限　平成２３年１月１１日から平成２３年２月２８日まで
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「奄美市建築物耐震改修促進計画（素案）

についてご意見をお寄せください。

　昨今、大規模地震が頻発するなかで、国は、国民の

生命及び財産を保護するため、建築物の耐震改修を促

進させることを重要課題と位置付け、建築物の耐震改

修の促進に関する法律及び建築基準法の改正を行って

きました。

　奄美市においても、国の基本方針、鹿児島県建築物

耐震改修促進計画を考慮し、耐震対策の重要性・緊急

性について積極的に普及啓発を行い、耐震診断及び耐

震改修の促進を図るための施策を充実させ、地震によ

り想定される被害の低減を目指し、市民の生命と財産を

守ることを目的として耐震改修促進計画を策定するもの

です。

　つきましては、「奄美市建築物耐震改修促進計画 ( 素

案 )」を作成いたしましたので、市民のみなさまからの

ご意見を募集します。

閲覧場所 
　名瀬総合支所建築住宅課、奄美市ホームページ

意見の提出方法 
　2 月 18 日（金）消印有効。はがきまたは封書に件名、

住所、氏名（ふりがな）を明記し、次の宛先までお寄せ

ください。　※様式は自由

郵送：〒 894 － 8555　
　鹿児島県奄美市名瀬幸町 25 番 8 号

　奄美市建築住宅課建築係

FAX： 0997-52-1354 　
E メール： kenchiku@city.amami.lg. jp

「親子新エネルギー工作教室」 参加者募集
　鹿児島県では、次世代を担う児童に対し、新エネルギーの必

要性への理解を深めてもらうため、親子新エネルギー工作教室

を開催します。

内容：太陽の光を浴びて動く「ソーラーバッタ」を工作。

日程：平成２３年２月２０日（日）

　　　①１０：００～１１：００

　　　②１１：３０～１２：３０

場所：奄美市まなびフェスタ会場（奄美文化センター）

参加費：無料

対象：小学生～中学生の親子　３０組（各１５組ずつ）

申込締切：２月１０日（木）※ただし、定員になり次第、締め

切りといたします。

申込方法：はがき、ファックスのいずれかで、①参加者の氏名、

②学校名・学年、③保護者の氏名、④住所、⑤連絡先（電話番号等）、

⑥希望時間をご記入の上、下記申込先までお申し込みください。

申込先：奄美市商水情報課情報政策係

　　　　〒 894-8555　奄美市名瀬幸町２５番８号

　　　　  ５２－１３５９

学校教育を支援してくださる方を募集しています

　奄美市教育委員会では、奄美市内の小・中学校
で児童生徒の学校生活における学習面、生活面等
での支援を行う支援員を下記のとおり募集していま
す。詳細については直接、奄美市教育委員会学校
教育課（５２－１１２８）にお問い合わせください。

記
１　資　　格（※次のいずれかに該当する方）

○教員免許所有者   　
○教職経験者
○療育施設等での勤務経験者
○特別支援教育について相当の理解があると認

められる者
○教育相談等について相当の理解があると認め

られる者
２　勤務時間　　１日４～７時間　　　　
３　勤務場所　　奄美市内の小・中学校
４　募集期間　　随時
５　その他

○規定に基づく謝金あり。

地上デジタル放送視聴のための
チューナー給付などの支援について

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視
聴できない世帯に対して、チューナー給付などの支援を行っ
ています。対象となる世帯や支援内容は次のとおりです。

（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援
[ 支援の対象 ]
　まだ地上デジタル放送に対応できず、①生活保護などの公的扶
助を受けている世帯、②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町
村民税非課税の世帯、③社会福祉施設に入所している世帯のいず
れかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯が対象です。
[ 支援の内容 ]
　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、
対象世帯を訪問してチューナーの設置を行います。アンテナ改修
等が必要な場合は無償で工事を行います。

（２）市町村民税非課税世帯への支援　
[ 支援の対象 ]
　まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税
非課税の措置を受けている世帯」が対象です。
[ 支援の内容 ]
　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付
します。また、チューナーの設置方法や操作方法を電話でサポー
トします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行いません。）

（３）申込方法等について
申込方法等は、対象世帯によって異なります。詳しくは総務省　
地デジチューナー支援実施センターへお問い合わせください。

（問い合わせ先）
総務省　地デジチューナー支援実施センター

①ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援： 0570-033840
②市町村民税非課税世帯への支援： 0570-023724
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先
日
、
奄
美
海
洋
展
示
館
に
頼
も

し
い
助
っ
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
よ
。

　

職
場
体
験
で
来
て
く
れ
た
朝
日
中

学
校
2
年
生
（
男
子
3
人
、
女
子
3

人
、
計
6
人
）
で
す
。
職
場
体
験
と

は
、
将
来
の
職
業
や
自
分
の
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
た
り
、
社
会
的
な
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
場

で
あ
っ
た
り
、
郷
土
の
よ
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
場
な
ど
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
海
洋
展
示
館
で
は
毎

年
、
学
生
や
先
生
方
、
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ん
に
お
手
伝
い
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
体
験
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
２
回
の
大
水
槽
清
掃
を
お
手
伝

い
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
水

槽
の
水
抜
き
を
し
な
が
ら
魚
を
予
備

の
水
槽
へ
移
し
ま
す
。
次
に
水
槽
内

を
殺
菌
消
毒
し
、
た
ま
っ
た
汚
れ
を

洗
い
落
と
し
ま
す
。
洗
い
終
わ
る
と

水
槽
に
水
を
た
め
て
い
き
ま
す
。
容

量
が
１
５
０
ト
ン
も
あ
る
の
で
、
水

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
に
は
、
27
時
間

か
か
り
ま
す
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
魚
の
移
動

や
サ
ン
ゴ
の
洗
浄
を
手
伝
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
単
純
作
業
で
、
同
じ
こ

と
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、「
水
は
冷

た
い
け
ど
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
楽

し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
が
ん
ば
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
質
検
査
や
魚
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
も
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
紹
介
さ
れ
て
い
る
生
き
物
へ
の

素
直
な
感
想
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

書
か
れ
て
い
て
と
て
も
お
も
し
ろ
い

で
す
よ
。「
か
わ
い
い
生
き
物
を
探
す

の
が
楽
し
い
し
、
動
き
が
お
も
し
ろ

い
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
館
内

に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
に
な
っ
て
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
生

き
物
が
ど
こ
に
い
る
か
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
職
場
体
験
を

通
じ
て
、
仕
事
の
大
変
さ
や
楽
し
さ

を
学
ん
で
も
ら
え
た
ら
私
た
ち
も
う

れ
し
い
で
す
。
世
話
を
し
た
魚
や
カ

メ
た
ち
に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
よ
。

お助けマン登場!!

奄美海洋展示館　 ５５- ６０００
ア ヤビキ 日記ア ヤビキ 日記

デ
ジ
サ
ポ
（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
自
動
音
声
を
用
い
て
『
地
デ
ジ
』
に
関
す
る
電
話
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日時：平成２３年２月１３日（日）《雨天決行》

１０：００～１５：３０※受付１０：００～１０：２０

場所：奄美少年自然の家　対象：幼児～一般（どなたでも）

主な内容：【午前】・夜光貝のペンダント・夢の紙飛行機・スライム・

和菓子（だんご）作り

【午後】・餅つき体験・ミニパラシュート・紬クラフトなど

【終日】・体育館ではフリーマーケット開催予定、遊友らんど、ジャ

ンボシャボン玉、ストラックアウトなど

申込み方法：貝のペンダント、和菓子作り、食堂での昼食を注

文される方は、２月８日（火）までに、電話で申し込んでください。

申込み・連絡先：県立奄美少年自然の家　  ５３－１０３２

詳しくは、少年自然の家ホームページ

http://www.pref.kagoshima.jp/kikan/amami/index.html

をご覧ください。

ハアサキフェスタ
～冬のフェスタ！楽しい遊びや体験活動がいっぱい！！～

大水槽清掃の1コマ

奄美市プレミアム商品券

「ほーらしゃ券」 でお買い物

奄美市プレミアム商品券

「ほーらしゃ券」 でお買い物
商品券使用期間　
　平成 23 年 2 月 28 日（月）まで
となっております。忘れずに、お
早めにご使用ください。

お問い合せ先　奄美市商水情報課

５２－１１１１（内１４２２，１４２５）

平成２２年度奄美市名瀬 ・ 住用地区

生涯学習講座閉講式
≪閉講式式典≫
日時：平成２３年２月２７日（日）13 時～ 13 時 30 分
場所：奄美文化センターホール
≪舞台発表≫
日時：平成２３年２月２７日（日）13 時 40 分～ 17 時
場所：奄美文化センターホール
≪作品展示≫
日時：平成２３年２月２６日（土）・２７日（日）
　　　９時～ 17 時
場所：奄美文化センターホワイエ

※入場は，無料となっております。

有 料 広 告
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調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先　

０
５
７
０―

０
３―

０
７
２
４

平成２２年度　奄美群島振興開発事業　シンポジウム

あまみの観光が変わる！
～シマの魅力を活かした新たな観光の戦略とは？～

　国土交通省都市・地域整備局では、平成 22 年度奄美群島振興
開発事業として、奄美群島における観光・交流振興についての調
査を実施しており、これまで地元関係者とともに議論を進めてきま
した。
　今般、本調査の成果を広く住民の方にお伝えするため、シンポ
ジウム「あまみの観光が変わる！～シマの魅力を活かした新たな観
光の戦略とは？～」が開催されることとなりましたので、これから
の奄美の観光・交流による地域振興について考える機会として、多
くの市民のご参加をお待ちしております。
日　時：平成２３年２月１９日（土）１３時半から１７時（予定）まで
場　所：奄美市名瀬中央公民館　大ホール
参加費：無料（事前のお申し込みは不要です。）
内　容：基調講演　
　　　（講師：北海道大学観光学高等研究センター　西山 徳明　教授）
　　　調査事業活動報告　観光交流先進地事例発表
　　　（発表者：大分県日田市観光協会事務局長　佐藤　真一　氏）
　　　パネルディスカッション
　　　　主な登壇者（予定）
　　　　奄美ミュージアム推進会議顧問（オフィス内田代表）
　　　　内田　勝規　氏
　　　　エディター（カフェあまんゆ（埼玉県秩父市）店主）
　　　　山川　さら　氏
　　　　　そのほか群島内外の観光関係の方々
主　催：奄美群島広域事務組合、国土交通省
※できるだけ公共交通機関をご利用ください。

お問い合わせ先：奄美群島広域事務組合　担当：久保、堀田

　　　　　　　　 ０９９７－５２－６０３２

「あまみシマ博覧会　２０１１」開催！！

　２月５日（土）～２７日（日）までの２３

日間、４２種類もの体験型観光プログラム

を集積した「あまみシマ博覧会　２０１１」

を開催いたします。このイベントは、昨年２

月にも実施しており、たくさんの方々に参

加をしていただきました。今年は昨年より

もプログラムを増量し、パワーアップして

おります。冬の奄美大島を島外の方はもち

ろん、島内の方もより一層楽しんでくださ

い！！

主な体験プログラム：島料理体験、島唄体験、

八月踊り体験、農業体験、漁業体験 etc

プログラムの申込方法

　「あまみシマ博覧会　２０１１」ガイドブック

からプログラムを選択し、申込先へご連絡くだ

さい。（※ガイドブックは奄美市内の銀行やスー

パー、市役所などで無料配布しております。）

プログラムの申込先

　奄美大島体験交流受入協議会

　（奄美市役所紬観光課内）

　  0997-53-3240

プログラム受付期間

平成２３年１月１７日（月）～イベント期間中、

毎日（ＡＭ８：３０～ＰＭ７：００）

（※土・日・祝日も受付しております）

↑「あまみシマ博覧会２０１１」ガイドブック
（※奄美市内の銀行やスーパー、市役所などで

無料配布します。）
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平
成
23
年
度

市
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
申
告
受
付
日
程
表

※
注
意

①
所
得
が
な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
告
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
市
役
所
税
務
課
の
⑤
・
⑥
番
窓
口
に

申
告
書
受
付
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】

平
成
23
年
２
月
１
日
（
火
）
～
平
成
23
年
３
月
15
日
（
火
）

②
税
務
署
の
確
定
申
告
書
が
配
布
さ
れ
た
方
は
、
税
務
署
に

て
申
告
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
期
間
中
は
本
庁
税
務
課
内
で
の
申
告
は
受
け
付
け
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
受
付
会
場
の
方
へ
来
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
名
瀬
勝
に
つ
き
ま
し
て
は
、今
年
度
は
古
見
方
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
申
告
受
付
を
行
い
ま
す
。

※名瀬勝につきましては、今年度は古見方地区コミュニティセンターで申告受付を行います。 　

混
雑
を
避
け
る
た
め
各
地
区
ご
と
に
申
告
受
付
日
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
左

記
の
申
告
日
程
表
を
ご
参
照
の
上
、
申
告
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
の
申
告
受
付
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
右
の
日
程

で
都
合
の
良
い
日
に
申
告
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。（
住
用
・
笠
利
も
同
様
）

該
当
箇
所
を
記
入
後
、
郵
送
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
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ごみ袋 有料 化
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市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

固
定
資
産
税 

第
４
期
・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
の
納
期
限
は
２
月
28
日
で
す
。

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係

　　　電話：５２-１１１１  （内線 1715・1716）

無料法律相談
2～3月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・２/１０　（木）正込健一朗　弁護士（午後1時～4時半）
・２/１７　（木）大倉克大　弁護士（午後１時～３時）
・２/２４　（木）熊谷光司　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）
・３/１０　（木）藤尾直人　弁護士（午後1時～4時半）
・３/１７　（木）大窪和久　弁護士（午前9時半～11時半）
・３/２４　（木）野平康博　弁護士（午前11時～12時，午後1時～3時半）

一般図書

＊『白銀ジャック』/ 東野圭吾

＊『忍び外伝』/ 乾緑郎

＊『祝福』/ 長嶋有

＊『滅びの花園』/ 赤川次郎

＊『作ってあげたい彼ごはん 5・6』

　/ ＳＨＩＯＲＩ

＊『顔層筋メソッド』/ 中辻正

・・・ほか

児童図書

＊『わたしの世界一ひどいパパ』

　　/ クリス・ドネール

＊『とんでいったりんご』/ ふくだとしお

＊『あかりをけすと』/ こばやしゆかこ

＊『マジックツリーハウスシリーズ 26・

27・28・29』

　　/ メアリー・ポープ・オズボーン

＊『いちばん！の図鑑』

・・・ほか

奄美市交通災害共済出張受付のお知らせ

・一人あたり一年間４００円の掛け金で、万一交通事故にあ

われたときに見舞金を支給する市民の助け合い制度です。

・２月の出張受付の予定は下記のとおりです。

※加入申込については市役所の各総合支所でも随時受け付けています。

市民協働推進課市民生活係　 52-1111（内線 1715・1716）

■ヤミ金融から借りないで！

　貸金業者から借入れができなくて、お困りで
はありませんか？
　銀行や信用金庫、信用組合、労働金庫も消費
者向け貸出に取り組んでいます。また、一定の
条件を満たす方は、社会福祉協議会が提供する
生活福祉資金貸付制度の利用も可能です。
　ヤミ金融に手を出さずに、こうした借入れ手
段も検討してみてください。

■ストップ！クレジットカード現金化

最近になって
○クレジットカードで商品等を購入させ、それを
業者が買い取ることで消費者が現金を得る
○キャッシュバック付き商品をクレジットカード
で購入させ、購入商品とともに現金を渡す
といった「クレジットカードのショッピング枠の
現金化」についての相談が増えています。

「クレジットカードのショッピング枠の現金化」
は、
①債務が増えて、支払困難に陥ったり、
②クレジットカードが利用停止になったり、
③「入金されない」「キャンセルできない」
などのトラブルが発生する場合がある危険な取
引です。

■借金でお悩みの方へ

　既に多額の借金でお悩みの方、払いきれない
借金の問題について、１人で悩まず、まずは、相
談窓口までお越しください。はじめの１歩、これ
が、生活再建のための大きな一歩となります。

　【相談窓口】　市民生活係　
　　 ５２－１１１１　内線１７１５・１７１６

第３回奄美桜マラソン

開催日

　平成 23 年 2 月 6 日（日）
場　所

　笠利町太陽が丘総合運動公園
開会式　　午前　9 時 30 分

ハーフ　　午前 10 時 20 分

１０ｋｍ     午前 10 時 35 分

５ｋｍ　     午前 10 時 50 分

３ｋｍ　     午前１１時 00 分

さよならパーティー午後 6 時 30 分

会場：奄美観光ホテル会費 3,500 円
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介護人手当の支給について
　奄美市では、在宅の重度心身障害者（児）等の福祉の
増進を図るため、重度心身障害者（児）等を介護してい
る方に対し、介護人手当を支給します。下記の要件に該
当される方が申請の対象者となります。

１． 対象者
　次の①、②、③のいずれかに該当される方を在宅で３ヶ
月以上介護している方で、３月１日を基準日として継続し
て介護されている方。
①身体障害者手帳 １・２級に該当し、日常生活において
常時介護を必要とする方。
②療育手帳 Ａ、Ａ１、Ａ２のいずれかに該当し、日常生
活において常時介護を必要とする方。
③身体または精神の著しい障害のため日常生活において
常時介護を必要とする方。

２． 支給の要件
　前項に規定する者及び介護人が、本市に６ヶ月以上住
所を有し、重度心身障害者（児）等については、過去１年間、
介護保険のサービスを受けなかった場合、当該介護人に

支給します。また、基準日（23 年 3 月 1 日）現在 施設入
所や入院している方、他市町村に住所がある方は支給の
対象となりません。

３． 申請書受付締切日　２月２１日（月）

４． 支給額　年額　４万５千円（年１回支給）

５． 支給日　３月中旬支給を予定
しています。（支給決定者へは、は
がきで通知します。）

※昨年度受給された方は、封書（現
況確認書入り）をお送りしますの
で早めに申請されてください。

◎お問い合わせ及び申請先
・名瀬総合支所

　福祉政策課　ゆうあい係 52-1111(1606)
・笠利総合支所　いきいき健康課　福祉係 63-2299
・住用総合支所　保険福祉課　福祉係 69-2111

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
（便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
）

固
定
資
産
税 

第
４
期
・
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
の
納
期
限
は
２
月
28
日
で
す
。

社
会
保
険
料

（国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す　

～
～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
～
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
22
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
平
成
22
年
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領

収
証
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
の
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
平
成
23
年
３
月
15
日
ま
で
）

　

０
５
７
０-

０
７
０-

１
１
７

＊
通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電
話
の

場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
た
だ
し
、
携
帯
電
話
の
場

合
は
全
額
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

＊
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
、

０
３-

６
７
０
０-

１
１
３
０
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。
こ
ち
ら
の
番
号
の
通
話
料
金
は
、

全
額
お
客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

　● 野鳥との接し方について

※出水市におけるナベツルの鳥
インフルエンザ発生並びに国内
の野鳥における同病の感染が相
次いでいることから、侵入防止
対策を徹底する必要があります
ので、下記の「野鳥との接し方
について」お知らせします。

○死亡した野鳥など野生動物は、素手で触らないで
ください。また、同じ場所でたくさんの野鳥など
が死亡していたら、家畜保健所か奄美市にご連絡
をください。

○日常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に
触れた後には、手洗いとうがいをしていただけれ
ば、過度に心配する必要はありません。

○野鳥の糞が靴の裏や車両に付くことにより、鳥イ
ンフルエンザウイルスが他の地域へ運ばれる恐れ
がありますので、野鳥に近づきすぎないようにし
てください。

○不必要に野鳥を追い立てたり、つかまえようとす
るのは避けてください。

　鳥インフルエンザウイルスは、野鳥観察など通常
の接し方では、ヒトに感染しないと考えられています。
正しい情報に基づいた、冷静な行動をお願いします。

＜お問い合わせ先＞家畜保健衛生所大島支所
63-0045・奄美市農林振興課 52-1111・奄美市名瀬農
村環境改善センター 54-9001・住用総合支所産業建
設課 69-2111・笠利総合支所産業振興課 63-1111・営
農支援センター 56-1085



平成 23 年２月号　奄美市だより 1�

～高齢者福祉課からのお知らせ～

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
み

な
さ
ま
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
体
の
元
気
に
つ
い
て

は
、
よ
く
気
を
配
り
ま
す
が
、『
こ

こ
ろ
』
の
元
気
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　

昨
年
10
月
は
奄
美
市
全
体
で

大
き
な
災
害
が
あ
り
、
体
だ
け

じ
ゃ
な
く
心
も
疲
れ
て
い
る
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

●
や
る
気
が
起
き
な
い

●
眠
れ
な
い

●
食
欲
が
な
い

●
気
分
が
落
ち
込
み
や
す
い

●
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
イ
ラ
イ

ラ
す
る

な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

こ
と
を
う
つ
状
態
と
い
い
、
災
害

な
ど
の
大
き
な
出
来
事
が
あ
る

と
、
こ
の
よ
う
な
心
の
疲
れ
が

出
て
く
る
こ
と
は
正
常
な
反
応

で
す
。

　

こ
の
と
き
は
、
気
を
許
せ
る
仲

間
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
自

分
の
好
き
な
こ
と
（
音
楽
を
聴
く
、

旅
行
に
行
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

な
ど
）
を
し
た
り
、
泣
き
た
い
と

き
に
は
泣
き
ま
し
ょ
う
。
自
分
の

感
情
を
出
し
た
り
、
気
分
転
換
を

し
た
り
す
る
と
、
体
が
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
回
復
に
向
か
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

『
な
ん
で
自
分
が
こ
ん
な
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。』
と
不
安

な
ま
ま
、
何
も
対
処
せ
ず
に
過
ご

し
て
い
る
と
、
2
週
間
以
上
う
つ

状
態
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
う
つ
病

の
一
歩
手
前
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

心
の
疲
れ
は
、
誰
に
で
も
起
こ

る
こ
と
で
す
。
早
め
に
気
づ
い
て

対
処
す
る
こ
と
が
、
早
い
回
復
に

つ
な
が
り
ま
す
が
、
う
つ
状
態
に

な
り
や
す
い
人
は
頑
張
り
屋
さ
ん

が
多
い
よ
う
で
す
。
無
理
を
し
な

い
で
・
・
・
と
い
っ
て
も
、
無
理

を
し
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
早
め

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の

体
の
サ
イ
ン
を
知
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
、
自
分
の
近
く
に
い

る
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
、
声

を
か
け
た
り
、
休
ま
せ
て
あ
げ
る

事
も
必
要
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
、
毎
日
お

仕
事
や
家
事
・
育
児
、
病
気
の

治
療
な
ど
。。。
い
ろ
ん
な
こ
と
に

頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
時
々
は
ゆ
っ
た

り
し
た
気
持
ち
で
、
自
分
の
『
こ

こ
ろ
』
に
目
を
向
け
る
時
間
を

作
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
、『
こ
こ
ろ
』
に
目
を
向

け
る
機
会
と
し
て
、 

2
月
26
日

に
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

（
詳
し
く
は
下
の
記
事
を
参
照
）。

日
頃
忙
し
い
方
も
、
今
ま
で
全

く
興
味
が
な
か
っ
た
方
も
、
聞

い
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
聞
い
て
い
た

だ
き
、『
こ
こ
ろ
の
元
気
！
』
の

た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

今月の保健師さん

叶  はるな さん

～
こ
こ
ろ
も
元
気
に
～
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～高齢者福祉課からのお知らせ～

感染性胃腸炎の予防について

　感染性胃腸炎は、ウイルスや細菌に

より起こります。毎年冬場にかけてノ

ロウイルスによるものが主に流行しま

す。ノロウイルスは感染力が非常に強

く感染経路は、主に経口感染です。感

染者の嘔吐物や下痢便を介しての感染

が多くみられます。ウイルスは患者が

回復しても数日は便中に排泄されます

ので注意が必要です。主な症状として嘔吐、下痢、腹痛、

発熱があります。

 予防対策

　感染性胃腸炎にかからないためには、基本的な衛生週間を
身につけることが大切です。排便後、調理の前、食事の前、
外出から帰宅したときには手洗いとうがいをしましょう。
　また患者の嘔吐物などを片づける時は、マスクやビニール
手袋等を使用し直接手で触れないようにし、汚染された場所
は、塩素系漂白剤や消毒用アルコール製剤等で消毒します。
タオル等は同じものを使わないようにしましょう。
　症状がある場合は、食品の調理をできるだけ控えましょう。
また、調理の際にはしっかり食品を加熱しましょう。

あなたの意思で救える命
～臓器提供の意思表示にご協力ください～

　日本で臓器の移植希望登録をしている人はおよ
そ 1 万 3 千人います。しかし、臓器の提供が少な
く、数多くの方が移植を待ちながら亡くなられてい
ます。
　わたしたち一人ひとりが臓器提供について考え、
家族と話し合い、自分の臓器提供に関する意思を
表示しておくことが大切です。
※ 2010 年 7 月 17 日より、15 歳未満の方も脳死で
の臓器提供が可能になりました。

（社）日本臓器移植ネットワーク
0120-78-1069　携帯からは 03-3502-2071



平成 23 年２月号　奄美市だより 1�

住用地区　１２月末人口　1,565 人　800 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ住用地区　７月末人口　6,511 人　3,126 世帯（住民登録月報より）
住用総合支所からのお知らせ

　平成 10 年度から始まり、今年で 13
回目となる長野県小川村との交流事業
ですが、昨年の７月には小川村から子
どもたち 21 名を迎え、マングローブ
探索や海水浴などの自然体験を通じ、
住用町の子どもたちとの交流を深めま
した。
  今回は、12 月 25 日（土）～ 28 日（火）
に住用町の小学６年生 21 名が、小川
村を３泊４日の日程で訪問してきまし
た。
　交流事業では、小川村小学生との交
流会を始め、白馬村飯森スキー場での
スキー体験やボブスレー体験、善光寺
見学などを行いました。
　雪が降っているのを見たことがな
く、触ったこともない子どもたちがほ
とんどで、感激の連続だったようです。
　また、小川村での宿泊は、ホームス
テイもあり、より子どもたちとの交流
も図られ、さらに、冬の雪の中での生

活 も 垣 間 見 る な
ど、 南 で 暮 ら す
子どもたちにとっ
て、大変素晴らし
い経験になったよ
うです。

　【
住
用
町
成
人
式
開
催
】

　

１
月
３
日
（
月
）、
住
用
公
民

館
で
住
用
町
成
人
式
が
行
わ
れ
、

新
成
人
を
迎
え
た
19
名
が
、
大
島

紬
や
振
袖
、
ス
ー
ツ
姿
で
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
住
用
町
成
人
式
で
の

恒
例
に
よ
り
、
新
成
人
が
、
一
人

ひ
と
り
成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
の
抱
負
を
述
べ
、
厳
か
な
中
に

も
和
や
か
な
式
典
と
な
り
ま
し

た
。

【地区対抗駅伝競走大会】　住用町チーム総合６位

  「第 44 回成人祝賀奄美市地区対抗駅伝競走大会」が１月９
日（日）に、名瀬地区内をコースとする全 19 区間 42.195㎞
で行なわれました。
  住用町チームも出場者全員が力を合わせタスキをつなぎ、14
区小学男子の区間で塩津陸太選手が区間新記録、１区小学女子 
土岐実来選手と３区中学男子 土岐大翔選手が区間賞に輝く活
躍もありました。
　総合成績でも６位と昨年より順位を一つ上げる健闘をみせま
した。選手役員の皆さん本当にお疲れ様でした。

【ボブスレーに挑戦】【善光寺の前で記念撮影】

【スキーを楽しむ子どもたち】

【白馬村飯森スキー場にて】

　 　

住用町の

子どもたちが

長野県小川村

で交流
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奄美体験交流館で、ラジオ公開録画や
チャリティプロレスが行われました

住用地区 2月行事予定
2 月の集合徴収日程（お知らせとお願い）

　２月は、平成 22 年度課税分の市県民税 ( 第４期 )
並びに国民健康保険税・後期高齢者医療保険料及び介
護保険料の ( 第８期 ) の納期となっていますので、納
期内納付にご協力をよろしくお願いいたします。
　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日
会場で納めることができますので、市民の皆様のご協
力をお願いします。

寄付
　次の方々から奄美市社会福祉協議会住用支所へご寄付を
頂きましたので、芳名を記載し誠意を表します。
香典返し　
○河波　智夫　様（城）　　　亡姉　河波　静  　様

★ 1 月 12 日（水）に、奄美体験交流館において、ＮＨ
Ｋラジオの公開録画がありました。
　連続テレビ小説「てっぱん」の出演者によるトーク
ショーや、ダンス指
導があり、住用町民
も マ ン グ ロ ー ブ を
バックにダンスに参
加しました。ダンス
の様子は後日、テレ
ビ放映の予定です。

★１月１６日（日）奄美体験交
流館でＮＰＯ法人「九州プロレ
ス」による豪雨災害チャリティ
プロレスがありました。
　観客の多くが初めて見る生の
プロレスに大興奮。笑いあり驚
きありで、場外乱闘では大歓声
が上がっていました。試合終了
後に主催者から「奄美が心配で
した」と熱い
思いが語られ
ました。



平成 23 年２月号　奄美市だより 1�

笠利地区   １２月末人口　6,514 人　3,142 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

笠利地区　７月末人口　1,620 人　838 世帯（住民登録月報より）
笠利総合支所からのお知らせ

寄
付

　
　

次
の
方
か
ら
奄
美
市
社
会
福
祉
協
議
会
笠
利
支
所
へ

　

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
し
誠
意
を

　

表
し
ま
す
。

香
典
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し　
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（
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（
笠
利
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亡
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坂
山    

豊
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様
（
平
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亡
兄    

坂
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和
文   
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（
12
月
末
日
ま
で
分
）

平成 23 年度奄美市笠利営農支援センター
　　　　　～営農研修生募集～

１ 募集人員 　４名
２ 申込期間　 平成 23 年３月 31 日（木曜日）まで
３ 研修資格
　　（１）農業を職業として選択し、かつ施設園芸

　　　　を希望する者で、自主的努力を基本に就農
　　　　意欲が高いと認められる者。
　　（２）本市に住所を有し、研修後も本市におい

　　　　て農業に従事できる普通自動車運転免許を
　　　　有する者。
　　（３）地域社会と融和し、中核的な担い手とし

　　　　て地域の発展に寄与できる者。
　　（４）概ね 18 歳から 55 歳以下の健康な者で、

　　　　施設園芸新規参入・新規就農希望者
　　（５）自己資金等の条件が整っており、農地の

　　　　確保が見込まれる者
　　（６）身元保証人が２名以上いる者
４ 研修期間　 平成 23 年７月から１年間（予定）
５ 研修内容
　　 本市の重点振興品目であるパッションフルー

　　　ツ等の栽培実践研修、農業基礎講義による栽
　　　培理論研修、農業経営及び流通研修、その他
　　　自立に向けた各種研修
６ 研修助成金
　 　研修実績により日額 4,500 円を支給する。（生

　　産物の販売収入は市の収入とする。）
【問合せ先】
　奄美市笠利営農支援センター TEL0997-56-1085
　奄美市笠利総合支所産業振興 TEL0997-63-1111
　

平
成
23
年
成
人
式

　

笠
利
地
区
成
人
式
が
１
月
５

日
（
水
）
笠
利
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
大

人
の
仲
間
入
り
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
「
道
の
島
太
鼓
」
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま

り
、
朝
山
毅
市
長
が
「
皆
さ
ん

は
地
域
力
ア
ッ
プ
の
原
動
力
。

社
会
規
範
の
先
導
に
立
ち
、
目

標
の
実
現
に
飛
躍
し
て
ほ
し

い
」
と
励
ま
し
の
言
葉
が
送
ら

れ
、
新
成
人
の
意
見
発
表
で

は
盛
島
洋
也
さ
ん
、

盛
真
希
美
さ
ん
、

積
祐
樹
さ
ん
、
熊

本
佳
代
さ
ん
の
４

人
が
、、
こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た

両
親
・
友
人
な
ど

へ
感
謝
や
「
い
つ

か
は
生
ま
れ
育
っ

た
島
で
、
地
域
の

た
め
に
貢
献
し
た

い
」
と
決
意
を
誓

い
ま
し
た
。

　第１回海の道太陽ヶ丘ウォーキング大会　

　12 月 19 日、第１回海の道太陽ヶ丘ウォーキングが太陽が
丘総合運動公園を発着点にあり、7.5 キロと 11.5 キロの２
コースに家族連れなど 266 人が参加しました。　
　当日は、好天に恵まれ、参加者は美しい海岸線やサトウキ
ビに囲まれた農道を思い思いのペースで歩き、心地よい汗を
流しました。
　大会後には健康相談やお楽しみ抽選会も行われました。

【航空券当りました】

【伊勢海老当りました】
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ふるさとの学舎ふるさとの学舎 大島北高133

笠利地区 2月行事予定

　

12
月
1
日（
水
）～
12
月
4
日（
土
）

の
3
泊
4
日
で
関
西
方
面
（
京
都
・

奈
良
・
大
阪
）
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、
諏
訪
園
校
長
よ
り

「
保
護
者
に
感
謝
し
、
見
聞
を
広
め
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
土
産
に
楽
し

く
充
実
し
た
修
学
旅
行
に
し
て
、
笑

顔
で
元
気
に
帰
っ
て
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
２
日
目
は
京
都
市
内
の

自
主
研
修
で
し
た
。
生
徒
は
金
閣
寺

や
清
水
寺
な
ど
の
有
名
所
を
中
心
に

回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

修
学
旅
行
３
日
目
は
奈
良
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
奈
良
公
園
で
鹿
煎
餅

を
あ
げ
た
り
、
ま
た
奈
良
の
大
仏
を

見
学
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ジ
ャ
パ
ン
へ
行
き
ま
し

た
。

　

修
学
旅
行
４
日
目
は
大
阪
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
カ
ッ
プ
に
絵
な

ど
を
書
き
、ス
ー
プ
や
具
材
を
選
び
、

密
封
行
程
を
経
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
作
り
を
経
験
し
ま

し
た
。

　

修
学
旅
行
全
体
を
通
し
て
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
体
調
不
良
を
訴
え
る

生
徒
も
出
ず
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に

奄
美
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

二
年
生
が
修
学
旅
行
～
京
都
・
奈
良
・
大
阪
～

【
出
発
式
（
奄
美
空
港
に
て
）】

【インスタントラーメン
発明記念館にて】

【奈良の大仏】
【自主研修・金閣寺】

【
訂
正
と
お
詫
び
】

※
先
月
号
の
奄
美
パ
ー
ク
の
記
事
の
中
で
、「
シ
ュ
ー
シ
ュ
ー
バ

ン
ド
」
と
「
ヨ
シ
タ
ケ
エ
ク
ス
ペ
」
の
写
真
を
間
違
っ
て
掲
載
し

ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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■
「
町
の
人
気
者
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
い

つ
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
子
達
が

幸
せ
に
過
ご
せ
る
明
る
い
未
来
、
明
る

い
話
題
が
あ
る
よ
う
な
２
０
１
１
年
だ

と
い
い
で
す
ね
。（
57
歳
男
性
）

■
奄
美
に
来
て
4
年
が
経
ち
ま
す
。
今

年
は
、
奄
美
の
冬
が
と
て
も
寒
く
感
じ

て
い
ま
す
。
慣
れ
で
す
か
ね
～
!?
（
41

歳
男
性
）

■
今
年
は
餅
つ
き
機
で
餅
を
つ
き
、
自

前
の
餅
で
三
献
を
し
ま
し
た
。
う
す
で

つ
く
の
と
は
趣
き
が
違
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
つ
く
っ
た
餅
を
食
べ
る
の
は
お

い
し
か
っ
た
で
す
。（
62
歳
男
性
）

■
初
孫
が
帰
省
し
歩
け
る
よ
う
に
な

り
、
と
て
も
楽
し
い
お
正
月
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
昨
年
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
の

で
、
今
年
は
笑
っ
て
暮
ら
せ
て
、
孫
が

今
度
は
走
る
の
を
見
た
い
で
す
。（
50

歳
女
性
）

■
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。
私
の
家

の
回
り
を
い
つ
も
ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
、

毎
朝
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
る
お
じ
さ

ん
（
60
～
70
歳
ぐ
ら
い
）
が
い
ま
す
。

日
課
の
よ
う
に
毎
日
の
よ
う
で
す
。

頭
が
下
が
り
ま
す
。（
47
歳
女
性
）

■
元
旦
に
引
い
た
お
み
く
じ
が
嬉
し

い
こ
と
に
「
大
吉
」
で
し
た
。
じ
っ

く
り
読
ん
だ
後
は
、
新
し
く
買
っ
た

財
布
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。
今
年

一
年
ど
ん
な
大
き
な
吉
が
あ
る
の
か

と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。（
38
歳
男

性
）

■
28
歳
の
娘
が
2
人
目
出
産
の
た
め

年
末
か
ら
帰
っ
て
き
て
お
り
、
毎
日

孫
と
楽
し
く
過
ご
せ
と
て
も
幸
せ
で

す
。
2
月
の
半
ば
に
は
男
の
孫
が
産

ま
れ
る
予
定
で
、
ま
す
ま
す
楽
し
み

で
す
。（
55
歳
女
性
）

３月　スポーツ合宿予定

奄美振興会館催物のご案内

鹿児島県奄美パーク　イベントのご案内

　　 ※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※2月の休園日は２日（水)・１６日(水）です。
　  ※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL 55-2333　　　田中一村記念美術館 TEL 55-2635

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各総合支所からのお知らせページをご覧ください。

２月   健診日程   名瀬地区　52-1111

チーム名 種別 地域 合宿予定日

プレス工業 陸上 東日本 3/1～3/6　
七十七銀行 野球 東北 3/2～3/20
大塚製薬 陸上 四国 3/4～3/13
神奈川大学 陸上 関東 3/4～3/7
中央大学短距離 陸上 関東 3/5～3/12
近畿大学陸上部 陸上 関西 3/7～3/17
埼玉大学　陸上部 陸上 関東 3/11～3/19
東海大四高 野球 北海道 3/20～4/1

※主催者の都合により，開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
お問合わせは，それぞれの主催者へお願いいたします。奄美振興会館 TEL 54－1211 FAX 52－6852

日 行事名 備考（対象者など）
2/8（火） 4カ月児健診 13:00 ～ 13:15 平成22年10月生

2/8（火） 7カ月児相談 9:30 ～ 9:45 平成22年6/16
～平成22年7/15

2/17（木） ３歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成19年9月生
2/18（金） １．６歳児健診 13:00 ～ 13:15 平成21年8月生
2/23（水） 母子健康相談 9:30 ～ 11:00

受付時間

日 行事名 開始時刻 料金等 主催

2/5（土）

2011 AMAMI 市美展　開会式
2011 AMAMI 市美展　表彰式

開式  9:45
開式 11:00 関係者 奄美市教育委員会生涯学習課

（52-1111　内線1725）
2011 AMAMI 市美展　（作品展示）

　　　　　　　　　　　　　　～2/13(日)
10:00～18:00
最終日～17:00

一　般　　 200円
高校生以下無料

奄美市教育委員会生涯学習課
（52-1111　内線1725）

2/9（水） 平成22年度
金融・金銭教育協議会

受付 10:00
開会 10:30 関係者 奄美市教育委員会学校教育課

（52-1111　内線1729）

2/10（木） 文化財総合的把握モデル事業報告会 受付 13:00
開会 13:30 無料 奄美市教育委員会文化財室

（54-1210）

2/12（土） 奄美小学校ビューグルバンド演奏会 開場13:30
開演14:00

無料 奄美小学校ビューグルバンド
 （52-0155）

2/13（日） さざ波バンドコンサート 開場13:30
開演14:00 無料 伊津部小学校さざ波バンド

 （52-0970）

2/15（火） 第5回奄美市学校保健研究会 受付 13:30
開会 14:00 関係者 奄美市教育委員会学校教育課

（52-1111　内線1729）

2/16（水） 平成22年度
奄美市学力向上推進委員会

受付 13:30
開会 14:00 関係者 奄美市教育委員会学校教育課

（52-1111　内線1729）

2/20（日）
第5回奄美市まなびフェスタ
市民福祉まつり 10:00～16:00 無料 奄美市教育委員会生涯学習課

（52-1111　内線1726）
平成22年度
鹿児島県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

受付 12:00
開会 12:45 無料 奄美市教育委員会生涯学習課

（52-1111　内線1726）

2/26（土）
文化センター講座　アート習作展　　　　　　　　　　　　　　　　～2/27(日) 9:00～18:00 無料 奄美文化センター（54-1211）

2/27（日） 生涯学習講座閉講式
公民館まつり（舞台発表）

開式13:00
開演13:40 無料 奄美市名瀬公民館

（52-1816）

日 行事名 開始 終了 入場料
2/1（火）「I LOVE AMAMI  ２０１１  あかぎあけみ　の世界展」（２月６日(日）１６：００まで） 9:00 18:00 無料
2/6（日）春まつり～シマジマだより～ 13:30 15:30 無料
2/12（土）創作体験教室（人物画講座） 10:00 16:30 無料
2/13（日）創作体験教室（人物画講座） 10:00 16:30 無料
2/20（日）奄美の郷ライブステージ 13:30 15:30 無料
2/27（日）大島高等学校芸術祭（３月１３日(日）１６：００まで） 9:00 18:00 無料

公民館まつり(公民館講座作品展示) 9:00～18:00 無料 奄美市名瀬公民館（52-1816）
　　　　　　　　　　　　　　　　～2/27(日)

フリーマーケット（1万人広場） 9:00～15:00 － 名瀬ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ市民の会（53-3507：稲井）

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と　

百
七
十
三
日
（
２
月
１
日
現
在
）

た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
親
子
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
作
教
室
で
作
る

も
の
は
？
（
ヒ
ン
ト
５
Ｐ
）

Ａ
…
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル　

Ｂ
…
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー　

Ｃ
…
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
タ

②
ほ
ー
ら
し
ゃ
券
は
い
つ
ま
で
使
え
る
？

（
ヒ
ン
ト
６
Ｐ
）

Ａ
…
1
月
末　

Ｂ
…
２
月
末　

Ｃ
…
３
月
末

③
第
３
回
桜
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
地
点

は
？
（
ヒ
ン
ト
10
Ｐ
）

Ａ
…
本
茶
峠　

Ｂ
…
三
儀
山
運
動
公
園

Ｃ
…
太
陽
が
丘
総
合
運
動
公
園

■
応
募
方
法　
ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①―

Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
と
、
コ
メ
ン
ト
（
面
白
い
話
・
感
想
・

身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

名
様
に
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優

待
券
（
5
割
引
）、
10
名
様
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
百
円
分
）、
５
名
様
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン

グ
フ
ァ
イ
ル
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
奄
美
市
だ
よ

り
用
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
応
募
・

お
便
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４―

８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25―

８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

２
月
14
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
先
月
号
の
正
解

　

①―

Ｂ　

②―

Ａ　

③―

Ｃ

（
64
通
中
64
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
日
本
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待

割
引
券
（
１
人
）

　

池
田
聖
海
さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）（
10
人
）

　

田
辺
博
子
さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）

　

山
下
太
陽
さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

　

福
元
文
章
さ
ん
（
名
瀬
仲
勝
町
）

　

池
田
広
海
さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）

　

西
山
寿
賀
子
さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

　

内
洞
真
由
美
さ
ん
（
住
用
町
見
里
）

　

赤
塚
あ
や
子
さ
ん
（
名
瀬
古
田
町
）

　

外
木
希
久
代
さ
ん
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　

山
田
健
治
さ
ん
（
名
瀬
浜
里
町
）

　

奥
薗
健
一
さ
ん
（
名
瀬
長
浜
町
）

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
グ
フ
ァ
イ
ル

　

加
納
晴
美
さ
ん
（
名
瀬
矢
之
脇
町
）

　

東
田
彩
音
さ
ん
（
名
瀬
小
浜
町
）

　

名
越
忠
博
さ
ん
（
名
瀬
小
宿
町
）

　

平
田
夢
津
子
さ
ん
（
笠
利
町
宇
宿
）

　

栄
越
子
さ
ん
（
名
瀬
有
屋
町
）

奄美市の人口
（住民基本台帳）

平成２２年１２月３１日現在

世 帯 数　23,743世帯

人口総数　47,168人

男 性　22,166人

女 性　25,002人

平成２２年　火災件数

地　区 12 月 １～ 12 月計

名　瀬 1 15
笠　利 1 10
住　用 0 0
合　計 2 25

火の用心

　

氏　
　

名　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
12
月
届
出
）

肥
後　

柊
平 

(

し
ゅ
う
へ
い) 

潤
作

山
下　

寧
々 

(

ね
ね)  

知
範

奥
平　

雄
翔 

(

ゆ
う
と) 

耕
史

榮　
　

優
磨 

(

ゆ
う
ま) 

一
馬

田
﨑　

絢
海 

(

あ
や
み) 

直
也

日
髙　

玄
二 

(

げ
ん
じ) 

薫

坂
下　

茉
優 

(

ま
ゆ)  

和
弘

福
田　

和
心 
(

わ
こ)  

寛
之

坂
田　

幸
翼 

(

こ
う
す
け) 

文
美
恵

圓　
　

結
心 

(

ゆ
う
し
ん) 

直
之

濱
﨑　

心
海 

(

こ
こ
み) 

健
一
郎

政
木　

景
虎 

(

か
げ
と
ら) 

力

米
山　

湊 
(

み
な
と) 

太
平

元
田　

宗
佑 

(

そ
う
す
け) 

佑
一

萩
原　

こ
は
る (
こ
は
る) 

直
樹

東　
　

慶
翔 

(
け
い
と) 

直
樹

里　
　

龍
雅 

(

り
ゅ
う
が) 

直
広

幸　
　

瑛
人 

(

え
い
と) 

賢
一

越
間　

李
桃 

(

す
も
も) 
悦
朗

　
　

雄
清 

(

ゆ
う
し
ん) 
雄
一
郎

茂　
　

優
希 

(

ゆ
き)  

直
之
介

瀧　
　

凌
大 

(

り
ょ
う
た) 

幸
和

松
崎　

結
奈 

(

ゆ
な)  

伸
治

森　
　

玲
太 

(

れ
い
た) 

一
途

平　
　

菜
の
花 (

な
の
か) 

剛
志

海
田　

理
奈 

(

り
な)  

奈
穂

川
畑　

琉
希 

(

り
ゅ
う
き) 

淳
一

原　
　

維
吹 

(

い
ぶ
き) 

拓
哉

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

地
デ
ジ
に
関
す
る
ご
相
談
は　

○
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
：
０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１　

○
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
：
０
９
９-

８
３
３-

２
０
２
０　

(

平
日
は
9
時
～
21
時
、
土･

日･

祝
日
は
9
時
～
18
時)

★ふるさと雇用再生特別基金事業を活用し、奄美市民用の地デジ
ホットラインを開設しました。地デジに関するお問い合わせは、下
記ダイヤルまでご連絡ください。
フリーダイヤル　 0120-540814( 日曜日を除く8:30 ～17:30)
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満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
町
の
宝
、

み
ん
な
で
こ
の
子
た
ち
に
誇
れ
る
町
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

笠利

萩
原　

一
尊
（
い
ち
と
）
ち
ゃ
ん

平
成
22
年 

2
月
14
日
生　

隆
伸
（
節
田
）

▲子どもから大人までのランナーが市内を駆け抜け
た成人祝賀地区対抗駅伝競走の様子です。（1月9日）

▲歴代の紬美人が勢ぞろいした第 33回「紬の日のつどい」
紬のファッションショーなどもありました。（1 月 5 日）

▲名瀬地区の成人式（新成人のつどい）。多くの新成
人たちで賑わいました。（1 月 5 日）

▲漁協の初競りでは、威勢のいいかけ声が響き渡りま
した。（1 月 5 日）

▲ 12 月19日に開催された第 1回海の道太陽が丘ウォー
キングの様子です。

▲雨天のため「日本復帰記念の日のつどい」は名瀬小
学校体育館で開催されました。（12 月 25 日）

サ
ン
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
共
生
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
1
月
16
日
）


